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表紙写真の解説・説明

Diplomystus kokuraensisのホロタイプ 
全長44.0 mm

Diplomystus kokuraensis Uyeno, 1979
Holotype KMNH VP 100,031

地層名　関門層群脇野亜層群熊谷層
時代　中生代白亜紀前期
産地　北九州市小倉北区熊谷

　1974年に北九州市の旧山田弾薬庫跡地（現在の山田緑地）周辺で魚類化石がたくさん見つかることを小学生
が山遊びの最中に偶然発見したが、魚類化石はそれよりも20年も前に福岡学芸大学（現在の福岡教育大学）の
太田喜久博士による論文に登場する。日本では稀な中生代魚類化石の多産する場所が見つかったことから、
北九州市は福岡大学の鳥山隆三教授（九州大学名誉教授）を顧問にむかえ、秋吉台科学博物館の太田正道博士
を団長に北九州市産白亜紀魚類化石発掘調査団を結成した。発掘調査は1976年と1977年に行われ、上野輝彌
博士によりDiplomystus kokuraensisとD. primotinusの2種が1979年に新種記載された。そのタイプ標本の
保存と発掘された標本を研究し、その成果を公開する機関をつくるため、1978年に北九州市自然史博物館開
設準備室が戸畑市民会館内に設けられ、1981年には国鉄八幡駅ビルに北九州市立自然史・歴史博物館の前身
である北九州市立自然史博物館がオープンした。その後、博物館を拠点に調査研究が進められ、脇野亜層群の
魚類化石の全体像が次第に明らかになっていった。
　脇野亜層群は下位より道原層、高津尾層、蒲生層、熊谷層からなり、高津尾層を除く3つの層からそれぞれ
異なる魚類化石群が発見されている。これまでに22種が確認されており、そのうち18種に学名が与えられて
いる。北九州市立自然史・歴史博物館のリサーチゾーンには各タイプ標本が展示されており、エンバイラマ館
では脇野亜層群が堆積した湖をジオラマで再現し、化石魚類が泳ぎ、時間とともに異なる種類の魚類が現れて
湖の変遷を見ることができる。

（写真と解説：籔本美孝　北九州市立自然史・歴史博物館）

（講演予稿集編集：遠藤一佳・對比地孝亘・伊藤泰弘）

日本古生物学会2017年年会・総会開催実行委員会
委員長：籔本美孝　
委員：太田泰弘・御前明洋・大橋智之

Ｒ＜学協会著作権協議会委託＞ 
本誌からの複製許諾は，学協会著作権協議会（〒107-0052 東京都港区赤坂9-6-41, 
電話03-3475-4621；Fax. 03-3403-1738）から得て下さい.
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シンポジウム

魚類化石研究の現状と可能性

コンビナー：籔本美孝・髙桒祐司
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Aquarium: A new field for paleontological study 

Taketeru Tomita (Okinawa Churashima Research Center, 

Okinawa Churashima Foundation) 
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Studies of osteichthyan fish fossils deposited in Japanese 

museums and their potential 

Yoshitaka Yabumoto (Kitakyushu Mus. Hat. Hist. Hum. Hist.) 
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魚類における分岐年代推定と多様化プロセス解析 1 
昆 健志（琉球大・研究企画室）2 

 

約5億5千万年前に尾索動物（ホヤ類）と分岐して誕生
した脊椎動物のうち，いわゆる「魚類」はその脊椎動物
から四肢動物を除いたグループである．魚類は世界中の
水圏に約3万種がいるとされ，その種数は脊椎動物全体の
半数を占めることから，この魚類の多様化プロセスを理
解することは脊椎動物の進化を考える上での重要な問題
の一つである．本講演では，魚類における多様化プロセ
ス解析についての概要と研究例を紹介する． 

分子系統解析の発展 

多様化プロセスを理解する上で，信頼度の高い系統関
係を推定することが重要である．20世紀末になり，DNA

塩基配列の解析技術が発展するにつれて，分子系統解析
が普及してきた．もちろん，古い化石などしか試料がな
い場合はDNA情報を得ることが難しく，分子系統解析が
適用できないことも多い．しかしながら，近年，次世代
シーケンサーを用いることにより，ネアンデルタール人
などの化石人類を含む分子系統解析も可能となっている． 

その分子系統解析も，以前はDNAのごく一部のみが用
いられてきたが，今ではゲノム全体を使った研究も増え
てきた．これにより膨大なデータ量の系統情報が得られ
ることになったが，強力な統計的方法やモデル開発の進
展，コンピューターの性能向上により，信頼度の高い系
統推定が日常的におこなうことができるようになった． 

分子による分岐年代推定 

いつ多様化が起きたかを推定するには，信頼度の高い
系統推定に引き続き，その系統樹を基にした分岐年代推
定が必要である．ただし，以前から化石より分子による
推定の方が古い値となる不一致があった．その一因とし
て，化石データが不十分（種の形態的特徴獲得より遺伝
的な隔離の年代が先）であるということと，分子による
年代推定法に欠陥があることが考えられている（Yang, 

2006: Computional Molecular Evolution, Oxford）．しかしな
がら，最新のベイズ年代推定では，様々な情報（特に分
子と化石データの両方）を解析に用いることができ，現
時点では，化石情報が不確実であることを解析に反映で
きる唯一の方法とされている．さらに信頼度を高めるた
めには，化石がどのように堆積・保存され，そしてサン
プリングされるのかを示した確率モデルが必要であると
考えられている（Inoue et al., 2010: Syst. Biol., 59, 74–89)． 

ベイズ法による多様化プロセス解析 

多様化プロセスを明らかにする上で，著しく多様
化率（種分化率 - 絶滅率）が変化したタイミングを
知ることが重要でなる．Nee et al. (1992: PNAS, 89, 

8322–8326) 以来，この分野の研究が発展したが，最
近ではベイズ法による解析もおこなわれている
（Rabodsky, 2014: PLoS ONE, 9, e89543）．この方法で
は，不完全な系統樹の補正（偏りの補正）ができる
ようになり，系統樹上に信頼度の高い多様化率の変
化をマッピングすることができるようになった．こ
の方法によって，胎生魚の形質獲得と多様化率の関
係を解析した研究例がある（Helmstetter et al., 2016: 
Nat. Comm., 7)．   

ハゼ亜目魚類での実践研究例 

魚類のなかでも非常に多様なグループ（2100種以
上）であるハゼ亜目魚類について，以下のように解
析した：（1）主要な系統を網羅した125種における
ミトコンドリアDNAの全長塩基配列（14,743bp）と
3つの核遺伝子の部分塩基配列（計 3,297bp）を用い
た系統解析，（2）さらにダウンロード配列を加えた
500種近くの大規模な系統解析，（3）化石による制
約を用いた分岐年代推定，（4）ベイズ法と最尤法に
よる多様化率とハビタットの変遷の推定． 

これらの結果を総合すると，65Mya前後（K/Pg境
界付近）におけるツバサハゼ科＋ドンコ科クレード
とその他のハゼ亜目魚類の分岐が最も古く，初期の
ハゼ亜目は汽水性であった可能性が示唆された．ゴ
ビオネルス科とハゼ科＋スナハゼ科は55Mya前後に
分岐し，初期のハゼ科も汽水性であった可能性が高
かった．また，気候が温暖だった 50Mya 前後には，
ハゼ科において海を中心とした生活への移行と多様
化が始まったことが推定された．今回のデータセッ
トでは，各系統における主要な多様化速度の加速が5

つの分類群で検出された． 

–––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––– 
1 Estimation of diversification time and process of the fishes 
2Takeshi Kon (University of the Ryukyus) 
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2Takao Ubukata (Kyoto Univ.)
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1A new specimen of Manemergus anguirostris (Plesiosauria: 
Polycotylidae) from the Upper Cretaceous of Morocco. 
2Daisuke Nakatani (Saga Pref. Space and Science Museum) 
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———————————————————————————— 
1Fossil turtles from the Late Cretaceous Tamagawa Formation, Kuji 
Group of Iwate Prefecture, eastern Japan . 
2Ren Hirayama (Waseda Univ.), 3Masataka Yoshida (Univ. of Tokyo), 4Ai Ito (Univ. of 
Tokyo), 5Toshio Takisawa (Kuji Amber Museum) and 6Kazuhisa Sasaki (Kuji City Office) 

A07
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1 Some problems on restoration of woolly mammoths 
2 Norihisa Inuzuka (Paleo-Vertebrate Institute) 

A12

1

2 3

2 CT
3

2

————————————————————————————
1Cursorial adaptation in theropod, Ornithomimosauria: Kinematic 
function of arctometatarsal
2Kota Kubo (Hokkaido Univ.), 3Yoshitsugu Kobayashi (Hokkaido 
Univ. Museum)

A11

Philip J. Currie Anthony R. Fiorillo

————————————————————————————

A10
Nipponosaurus sachalinensis

Philip J. Currie Anthony R. Fiorillo
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頭骨形態を指標とした束柱類（哺乳類: ？アフリカ獣類）の 
水棲適応の定量的解析̶ 梁川標本を例に̶1 
松井久美子（国立科学博物館，日本学術振興会）2・河部壮一郎 
（福井県立恐竜博物館）3・遠藤秀紀（東京大学総合研究博物館）4・ 
對比地孝亘（東大・理・地惑）5・甲能直樹（国立科学博物館， 

筑波大・生命環境）6 
 束柱類は目レベルで絶滅した海棲哺乳類の1クレードである．彼
らは漸新世から中新世にかけての環北太平洋北部沿岸域という限ら
れた時代•地域だけに生息していたことが知られている．束柱類化
石は日本を含めて比較的多く見つかっているにも関わらず，その古
生態や水棲適応については多くの異なった見解があり，不明な点も
また少なくない． そこで本研究では，束柱類の頭蓋の内部形態から
彼らの古生態，特に水棲適応の程度を明らかにすることを試みた． 
 本研究では，哺乳類の水棲適応を評価するため，現生の主なクレ
ードを全てカバーする哺乳類の頭蓋標本の CT スキャンを実施し，
それを基に三次元構築を行って，化石種の水棲適応度の指標として

利用する形質の定量的評価を行った．その結果，複数の形質におい
て，そのサイズが水棲適応度に応じて有意に異なっていた． 
次に，これらの結果を福島県立博物館所蔵の梁川産Paleoparadoxia
の頭蓋標本の CT スキャンデータに適用し，現生哺乳類同様に三次
元データの計測を実施した．その結果を基に判別分析を行い，
Paleoparadoxiaの水棲適応度を検討したところ，Paleoparadoxiaは現
生の半水棲哺乳類と同程度の水生適応をしていたと判断された． 
 以上より，Paleoparadoxia

 
———————————————————————————— 
1Quantative analysis of aquatic adaptation of Desmostylia 
(Mammalia: ?Afrotheria) based on cranial characteristics, 2Kumiko Matsui 
(National Museum of Nature and Science, Tsukuba / JSPS Research 
Fellow), 3Soichiro Kawabe (Fukui Prefectural Dinosaur Museum), 3Hideki 
Endo (The University Museum, Univ. of Tokyo), 3Tarkanobu Tsuihiji 
(Univ. of Tokyo), 3Naoki Kohno (National Museum of Nature and Science, 
Tsukuba / Univ. of Tsukuba) 

A14

1

2

Desmostylia

2014

————————————————————————————
1Aquatic habitat of Desmostylians based on vertebral
morphologies.
2Hiroshi Sawamura, Tatsuro Ando, Tatsuya Shinmura (Ashoro 
Museum of Paleontology)

A13

Paleoparadoxia
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——————————————————————————— 
1 Significance of the early Holocene mammal assemblage from 

Tsudupisuki-abu Cave on Miyako Island, Okinawa Prefecture, and one 
of the world’s smallest boars contained in. 

2 Ai Kawamura (Graduate School of Science, Osaka City University), 3 
Yoshinari Kawamura (Aichi University of Education), 4 Motomasa 
Namiki (Uruma City Board of Education) 

A22

1 
 2

3 4 
 

 

 
——————————————————————————— 
1 Small mammal fossils from the Quaternary of Taiwan: Present state and 

perspective of research 
2 Ai Kawamura (Graduate School of Science, Osaka City University), 3 

Chun-Hsiang Chang (National Museum of Natural Science, ROC), 4 
Yoshinari Kawamura (Aichi University of Education)  

A21
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Paralia sulcata

P. sulcata

P. sulcata

Nitzschia bicapitata

B03

15.5–16.5 cal. kyr BP

Core MD01-2409 was collected off the coast 
of northern Japan. The benthic 18O values of U. akitaensis had a 
maximum (mean 4.50‰) in the LGM and a minimum (mean 3.14‰) 
in the Holocene. The glacial-interglacial amplitude (1.36‰) was 
comparable to previously reported values. for the North Pacific. The 
remaining change (0.31‰) may be attributed to intermediate water 
temperature changes (~1.3±0.9°C), consistent with previously reported 
value (1.1°C). This assignment is possible because the oceanic 18O 
value change of 1.05 ±0.20‰ was purportedly due to changes in 
global ice volume. The maximum 18O value is observed in the LGM.

   In contract to the seafloor, based upon the alkenone SST, Japan 
experienced its coldest summer (SST of 8.7°C; AT of 5.2°C) in 15.68 
cal. kyr BP; these summer ATs were approximately 7–11°C lower 
than current T (~15.7°C and ~16.7°C), respectively. The minimum 
corresponded to the East Asian Summer Monsoon minimum at 
Heinrich event I, not the LGM. This was the coldest since Homo 
sapiens immigrated to the southern Japan 38 cal. kyr ago.  
    The earliest pottery found in Japan was excavated at the 
Odai–Yamamoto I site. At this time the summer environment was a 
little colder than those experienced in the present-day cities of Nemuro 
and/or Nosappu in Hokkaido. Subsistence in a terrestrial environment 
would have been difficult for the J mon people. They should enjoy 
cooking marine and freshwater resources and increased diversification 
in the range of aquatic products by using the earliest J mon pottery. 
———————————————————————————— 
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2 Mg

Turpen and Angell, 1971 Chivas et al., 1983

Bicornucythere bisanensis A-1

 

X 14C 300
Yamada et al., 2016

B. bisanensis A-1 10 1
 

120 13C 18O 13C  
-6.1 -4.6‰ X

18O 344–249 cm (324–988 ) 

(-2.4 0.8‰) 247–36 cm (1000–1897 ) 
72–36 cm (1800–1897 ) -1.0‰

13C 18O
B. bisanensis 13C 18O

Kinetic isotope effect A-1 18O
18O

TOC/TS 1200 A-1 18O

1200 A-1 18O

B. bisanensis A-1 18O
  

———————————————————————————— 
1Past winter climate indicator for 18O of juvenile shells of ostracode 
2Katsura Yamada (Shinshu Univ.), 3Kentaro Kuroki (Shinshu Univ.), 4Koji 
Seto (Shimane Univ.), 5Minoru Ikehara (Kochi Univ.)  
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 ( )2  ( )3  (
)4  ( )5  ( )6 Gundsambuu 

ALTANSHAGAI7 Batkhuyag ENKHBAATAR8 Dorj DORJNAMJAA 
( )

/
 “Boxonia”

Tsagaan Oloom

 
“Boxonia” 

( 6 m)  ( 4.5 m) 

 ( 2-6 cm) 
 (

30-60 cm) 

 (40-60 μm)  
(100-200 μm)

 

/

———————————————————————————— 
1Stromatolites unique to the Ediacaran/Cambrian boundary in the Dzabkhan 
Basin, western Mongolia 
Natsuko ADACHI (Naruto Univ. of Edu.), Yoichi EZAKI (Osaka City 

Univ.), Jianbo LIU (Peking Univ.), Hitomi SONODA (Osaka City Univ.), 
Mahito WATABE (Waseda Univ.), Gundsambuu ALTANSHAGAI, 
Batkhuyag ENKHBAATAR, Dorj DORJNAMJAA (Inst. of Paleontol. 

and Geol., Mongolian Acad. of Sci.) 
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———————————————————————————— 

 

B09

———————————————————————————— 
 End-Ordovician and end-Guadalupian (Permian) extinction events 

compared  
Yukio Isozaki (Univ. Tokyo Komaba) 

B08

 

Furongian

(Crepicephalina Drumian)
– –

(Cambroctoconus)  (Rankenella)

 (Epiphyton)

Epiphyton

 

Epiphyton

———————————————————————————— 
1 Microbial reefs unique to the Cambrian Series 3 in Shandong Province, 
North China 
2 Yoichi EZAKI (Osaka City Univ.), 3 LIU Jianbo (Peking Univ.), 4 Natsuko 
ADACHI (Naruto Univ. of Edu.), and 5 YAN Zhen (Peking Univ.) 
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— —1

2

>20 km,
>30 m

2 MTD1, 2 MTD1

100 m 10 m
MTD2

40 m
MTD1

250 m Gephyrocapsa
ca. 3.5–>5.5 Calcidiscus macintyrei
5.5 Gephyrocapsa MTD1 MTD2

MTD2

MTD1 4 Gephyrocapsa
Calcidiscus macintyrei 250 m

MTD1
MTD2

————————————————————————————
1Relation between origins and internal structure of mass-transport deposits 
— case studies using calcareous nannofossil assemblages —
2Masayuki Utsunomiya (Geological Survey of Japan, AIST)
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Strongylocentrotus intermedius

B17

Hubertschenckia ezoensis Conchocele bisecta
Acila Malletia Cyclocardia

500 DI  
DI

0.070~0.080 DI 0.000~0.059

0.05)
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2 3 4

5 6 

18O Mg/Ca

18O Mg/Ca

Mg/Ca 18O
Mg/Ca 18O Mg/Ca

18O

13C

18O
18O

13C

 

B20

 

 

B19

pH

Ammonia sp.
 

SSU rRNA

16S rRNA  

Pseudomonas

Ammonia sp.

 
1 Adaptive ecology of benthic foraminifer Ammonia sp. under 
oxygen-depleted environment. 
2 Masashi Tsuchiya, Hidetaka Nomaki (JAMSTEC) 
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Lopingian Neoalbaillella 
Ishiga et al., 1982 Guadalupian  

Pseudoalbaillella Follicucullus 1997  

 

 

N. optima
A. triangularis Follicucullus sp.

 
———————————————————————————— 
Challenging the enigmatic co-occurrence of radiolarians of different

ages—an example from the Mino Belt chert. 
2K. Kuwahara (Ashiya Univ.), 3H. Sano (Kyushu Univ.)  
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1961; 1979; 
1988; 1993 

 

 
Lejeunecysta spp., 

Operculodinium spp., Spiniferites spp. Achomosphaera spp., 
Bitectatodinium spp., Selenopemphix spp. 

Matsuoka, 1983; Matsuoka et al., 1987; 
1999; 2000  

Cleistosphaeridium ancyreum, Lejeunecysta hyalina 

 U-Pb 20.1±0.3 Ma
FT 15.5±1.2 Ma

 

Bitectatodinium tepikiense, Spiniferites spp., Operculodinium spp. 

 
 
———————————————————————————— 
1Dinocyst assemblages from the Neogene sequence around the Notoro 
Lake in Abashiri, Northeastern Hokkaido, Japan. 
2Keiichi Hayashi, 3Gentaro Kawakami, 4Wataru Hirose 5(Geol. Serv. 
Hokkaido, HRO), 6Mahito Watanabe 7(AIST) 
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C08

Takahashi et al. (1998)
Anisian Ladinian

 

Parentactinia nakatsugawaensis, 
P. okuchichibuensis, P. ramose, Archaeosemantis sp.

Spongostephanidium longispinosum, Pantanellium? 
virgeum Hozmadia Nassellaria

 (1998) 

 (Spumellaria?) 
Hozmadia ozawai

Parentactinia nakatsugawaensis

100 m
Eptingium nakasekoi, 

Parentactinia nakatsugawaensisis, Archaeosemantis cristianensis, Hozma- 
dia ozawai, Tirassocamape eruca, Zevius yaoi, Poulpus nishimurae, 
Muelleritortis? antiquum, Pseudostylosphaera sp. A of Sugiyama (1992) 

 Sugiyama (1997)
Ansian Eptingium nakasekoi (TR2A) 

 
———————————————————————————— 
1 Early and early Middle Triassic radiolarians from Ajirojima Island, 
Tsukumi City, Ooita Prefecture, Kyushu. 
2 Katsuo Sashida (Tsukuba Univ.), 3 Hiroyoshi Sano (Kyushu Univ.), 
4 Chifumi Hotta (Kyushu Univ.), 5 Sachiko Agematsu (Tsukuba Univ.) 
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Two new species from the family Pontocyprididae (Ostracoda) from 
turtle bones in Tsukumo Bay, Noto, Japan  

Prerna CHAND (Kanazawa University), Takahiro KAMIYA (Kanazawa 
University), Robert JENKINS (Kanazawa University) 

 
In December 2013 the carcass of a loggerhead turtle was deployed in the 

Tsukumo Bay, Sea of Japan waters to study colonization processes 
associated with the introduced habitat. After 19 months portions of the turtle 
bones were retrieved. Among other scavengers (such as ciliates, gastropods 
and polychaete worms) two species of ostracods belonging to the family 
Pontocyprididae were extracted from the bones: Pontocypris sp. and 
Schedopontocypris sp. Although species of this family has been reported 
from special habitats before (such as being commensal on starfish and 
deep-sea vent communities), this is the first time it has been found to inhabit 
the  cancellous bones of a sea turtle carcass.  Pontocypris sp. is 
characterized by: sub-ovate carapaces, slight posterior dorsal angle and 
rounded anterior ends, tapered posterior ends with prominent postero-dorsal 
slopes. Adductor muscle scars consists of five scars clustered together (3 
anterior, 2 posterior rows). Fifth limbs of males are asymmetrical with 

terminating hooks on a short quadrate segment and conspicuous endites 
near its base comprising of 6–8 setae. Female fifth limbs are symmetrical, 
consisting of three endopodite segments and at least 5 endite setae. 
Hemipenes elongated, ejaculatory ducts forming a loop near the distal ends. 
Males equipped with a pair of ejaculatory organs shaped like an 
up-side-down bottle – t-shaped bases that connect to a narrow passage that 
widens in the middle and tapers into a tube. Characteristic features of 
Schedopontocypris sp. include: ovate carapaces with rounded posterior and 
anterior ends and convex dorsal edges. Five adductor muscle scars arranged 
in a cluster (3 anterior, 2 posterior rows). Asymmetrical fifth limbs of males 
consisting of stout terminating hooks supported on short quadrate segments 
with blade-like setae at proximal ends and at least 7–8 endite setae. Female 
fifth limbs symmetrical, with at least 7 endite setae and 3 endopodite 
segments. Hemipenes are irregularly shaped with slender distal projections, 
ejaculatory ducts U-shaped near distal ends and forming a single loop near 
proximal end. Male ejaculatory organs are sac-like with pinched mid 
regions.  
 
———————————————————————————— 

C14

C13

Two new species from the family Pontocyprididae (Ostracoda) 
from turtle bones in Tsukumo Bay, Noto, Japan

Prerna CHAND (Kanazawa University), Takahiro KAMIYA 
(Kanazawa University), Robert JENKINS (Kanazawa University)
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1 

2 3 
 

Kimura
1975 1987

Yabe et al. 2003
2003

 

 
Birisia Eboracia

Nilssonia Dictyozamites
Baiera Ginkgoidium Ginkgoites Pityocladus

Pityophyllum Podozamites Stenorachis 18
19 Coniopteris
Gleichenites Sagenopteris Nilssonia

Anomozamites Ginkgoites
Pagiophyllum Podozamites 14 17  

Yabe et al. 2003

 
———————————————————————————— 
1 The stratigraphical position of Early Cretaceous flora 
(Tamodani Flora) from the upper part of the Tetori Group in the 
Kamihambara area, Ono City, Fukui Prefecture, Japan 
2 Sakai, Y. (Ono City Board of Education / Niigata Univ.), 3 

Matsuoka, A. (Niigata Univ.) 

P06

 

 

 

P05

1 

*2 *3 *4 **5 

* **  
 

1983
1987

1987 2012

3

 
2

2
1 m

2 Eucyrtidium 
inflatum Cornutella profunda Sethocapsa japonica Lychnocanoma 
magnacornuta Cyrtocapsella tetrapera

Kamikuri et al. (2004, 2009) Eucyrtidium inflatum
Lychnocanoma magnacornata

10 cm
Cornutella profunda Cyrtocapsella japonica

C. tetrapera Sethocapsa japonica Flustrella sp.
Kamikuri et al. (2004, 2009) Eucyrtidium inflatum

Bolivina sp., 
Uvigeria sp. 500 m 2000 m 

 
1Middle Miocene radiolarians from the Tsurushi Formation, Sadogashima 
Island, Niigata Prefecture, Japan 

2 Kawatani, A. (Tsukuba Univ.), 3Sashida, K. (Tsukuba Univ.), 4Agematsu, 
S. (Tsukuba Univ.), 5Kohno, N. National Museum of Nature and Science; 
Tsukuba Univ.  

 

P04



- 40 -

日本古生物学会 2017 年年会・総会予稿集　一般講演　（ポスター発表）2017 年 6月 10 日

  
1 

 
 ( )2  ( )3 

 

4
 

Hayasaka (1925)
4 Dentalium akasakensis, D. neornatum, D. (Laevidentalium) cf. 

priscum, D. (Plagioglypta) herculeum

( )

1 3 5

15cm

 
 
———————————————————————————— 
1Taxonomic revision of fossil scaphopods from the Permian Akasaka 
Limestone, Gifu Pref., Japan. 
2Kaito Asato (Grad. Sch. Univ. Tsukuba), 3Tomoki Kase (Dept. of Biol. 
Sci., Kanagawa Univ.) 
 

P09

1 
2 3 4 5

HANEO 6 7

8 
 

150 m

  

30 m

Culicia sp. Paracyathus sp.
Culicia sp.

Paracyathus sp.

 
———————————————————————————— 
1Scleractinian corals in semi-submerged sea cave. 2 Yuki TOKUDA (TUES), 3 
Yoichi EZAKI, 4Saaya HISAICHI, 5Yusuke SUGIMOTO (Osaka City Univ.), 
6Hitoshi KONNO (Marine Park HANEO), 7Hiroko HARAGUCHI (Shimane 
Univ.), 8Toshifumi WADA (Univ. of Hyogo)  

 

P08

P07



- 41 -

2017 年 6月 10 日日本古生物学会 2017 年年会・総会予稿集　一般講演　（ポスター発表）

————————————————————————————

 

P12

———————————————————————————— 

 

P11

P10



- 42 -

日本古生物学会 2017 年年会・総会予稿集　一般講演　（ポスター発表）2017 年 6月 10 日

 

P15

 
 

 
 

P14

2007 “Bostrychoceras sp.”
“Didymoceras cf. awajiense”  “Didymoceras sp. B”

 

70 “Bostrychoceras sp.” (1)
(2) (3)

(4)
2 Bostrychoceras

“Didymoceras cf. awajiense”

 “Didymoceras sp. B” D. awajiense
D. awajiense

D. awajiense
D. 

awajiense  
Bostrychoceras sp. D. awajiense

D. awajiense

Bostrychoceras sp. D. awajiense  
, 2007. 

. , no. 66, p. 2–3. 
———————————————————————————— 
1Nostoceratid ammonoids from the Upper Cretaceous Izumi Group in 
northeastern Shikoku, Japan and their evolutionary implications 
2Akihiro Misaki (Kitakyushu Mus. Nat. Hist.), 3Yasuyuki Tsujino 
(Tokushima Pref. Mus.) 
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Sakai et al., 2013 18-17 Ma
2014

Nishioka et al., 2011 2016  

Suzuki, 1949

 

Acuticosta sp. Semisulcospira sp., Bellamya sp.  

T4

CNS  1

1.58wt%
1

 

 

Paleontological significance of non-marine molluscan fossils from the 
Lower Miocene Koura Formation, eastern part of Shimane peninsula, 
southwest Japan 
 Seiji Miyazaki (Shimane Univ.),  Toshiaki Irizuki (Shimane Univ.),  
 Tetsuya Sakai (Shimane Univ.) 
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Heliometra glacialis maxima  H. glacialis glacialis 

 N. discoidea 

H. g. glacialis 
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The first record of the genus Parotodus (Lamniform: Otodontidae) 
 from the Kishima Group in Saga Prefecture, Japan.1 

 
Daisuke Nakatani (Saga Pref. Space and Science Museum)2

Yasuhiro Fudouji (Karatsu City, Saga Pref.)3  
David Ward (Natural History Museum, London)4 

The genus Parotodus Cappetta, 1980 is a lamniform shark ranging from 
the Eocene to the Pliocene. Its teeth are rare and are usually found in mid to 
outer shelf deposits. In Japan, it occurs in rocks of early Oligocene to late 
Pliocene age.  
  Three fossil shark teeth were collected from the Yukiaino Sandstone 
Member, Karatsu Formation, Kishima Group in Saga Prefecture, 
southwestern Japan. Two isolated teeth, SSSMF-YF-830 and 094 were 
discovered from Koba, Hatatsu-cho, Imari City, Saga Prefecture. 
SSSMF-YF-137 was discovered from Itaya, Nishitaku-cho, Taku City, 
Saga Prefecture. In both localities, some fossils were discovered such as 
Copepteryx sp. and Lima nagaoi which were often found from the 
Yukiaino Sandstone Member.  

 Three shark teeth were classified to the genus Parotodus because their 
morphology could be distinguished from other lamniform sharks by 
absence of serrated cutting edges, presence of broad neck, U-shaped basal 
edge of the root and development of the lingual protuberance of the root. 
SSSMF-YF-830 was originally identified to Parotodus benedenii, a Neogene 
species, based on tooth size and lack of a pair of lateral cusplets. However 
specimens SSSMF-YF-094 and SSSMF-YF-137 possess a pair of lateral cusplets 
similar to the middle Eocene species P. mangyshlakensis. Given that an increase in 
size and the progressive loss of lateral cusplets are trend in the genus Parotodus, we 
hypothesize that our specimens and some early Oligocene specimens described  
from Belgium by Leriche (1910) are an unnamed intermediate species between P. 
mangyshlakensis and P. benedenii. 
 This study is the first record of the genus Parotodus from the Kishima Group in 
Saga Prefecture, Japan. Furthermore, this is the first report of this species of 
Parotodus from Asia. 
———————————————————————————— 
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1 Correlation between hard and soft tissue of the eye in extant lizards 
2 Momo Yamashita (University of Tokyo) 
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–

Quetzalcoatlus northropi, Arambourgiania philadelphiae
Hatzegopteryx thambema
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(Uyeno, 1979; Yabumoto, 1994) ( , 1992; 
Sonoda et al., 2015)

Wakinosaurus
(Okazaki, 1992)

(Tanoue and Okazaki, 2014)

9.4mm
(carina)

(Currie et al., 1990)
Wakinosaurus

35cm 20cm 7cm
7cm 2cm

2 5mm
neural 

centrum structure
camera camella

(Upchurch 
et al., 2004; Wedel, 2007)

Wakinosaurus

————————————————————————————
Diversity of dinosaurs from the Lower Cretaceous Kanmon Group in 

Fukuoka Prefecture, Japan
Kyo Tanoue (Fukuoka Univ.), Junichiro Tatehata (Grad. School of Sci., 

Fukuoka Univ.), 4Toru Nagaya (Fukuoka Univ.)
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Pickford et al. 1987 1982-4

1986-2002
2005

28 1 5 5 6
Dorcatherium pigotti D. chappuisi

Walangania africanus Climacoceras
sp. cf. Canthumeryx sirtensis cf. Gazella sp.

Climacoceras sp.

Pickford et al. 1987

Climacoceras gentryi Climacoceras sp.

Faunal Set IIIb 16-14.5 Ma
Pickford, 1981 cf. Gazella sp.

Ungar et al., 2012
D. chappuisi

————————————————————————————
1Ruminants (Artiodactyla, Mammalia) from the Middle Miocene of 
Nachola, northern Kenya
2Hiroshi Tsujikawa (Tohoku Bunka Gakuen Univ.), 3Yoshihiko Nakano 
(Osaka Univ.), 4Hideo Nakaya (Kagoshima Univ.), 5Yutaka Kunimatsu 
(Ryukoku Univ.), 6Masato Nakatsukasa (Kyoto Univ.), 7Yasuhiro Kikuchi 
(Saga Univ.), 8Hidemi Ishida (Kyoto Univ.)
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P35

熊本県天草市の前期始新世バク形類の系統解析1 
宮田 和周2（福井県大・恐竜研） 

protoloph metaloph ectoloph

Orientolophus Homogalax
Chowliia

Karagalax Gandheralophus

Froehlich (1999, 2002)

Mesolambdolophus
Minchenolestes 48 125

PAUP 4.0
Holbrook and Lapergola (2011) 6

CI: 0.2821; RI: 0.6703
Minchenolestes

Orientolophus Isectolophus

Mesolambdolophus

Froehlich (1999, 2002): J.V.P.19: 140–159, Z.J.L.S. 134: 141–256.
Holbrook and Lapergola (2011): J.V.P. 31: 895-901.

————————————————————————————
1 Phylogenetic analysis of the Early Eocene tapiromorph perissodactyl from the 
Akasaki Formation, Amakusa, Kumamoto Prefecture, Japan.
2Kazunori Miyata (Res. of Dinosaur, Fukui Pref. Univ.)
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Udunga
350 7 4

11 2 5 9

1/5
 

Ferinestrix rapax Wolsan and Sotnikova, 2013
 

Ferinestrix

ferina= estrix= rapax=  
100

 
Ferinestrix

 
 

———————————————————————————— 
 Fossil large melid Ferinestrix from the Pliocene Udunga fauna, 

TransBaikalian region, Russia. 
S. Ogino (Tamba Dinosaur Fossil Lab.) H. Nakaya (Kagoshima Univ.),
M. Takai (Primate Res. Inst., Kyoto Univ.), E. N. Maschenko 

(Paleontological Institute, Russian Academy of Sciences), N. P. Kalmykov 
(Southern Scientific Center, Russian Academy of Science) 

P38

束柱類（哺乳類: ?アフリカ獣類）の古生物地理分布および 
進化・絶滅との関係性1 

松井久美子（国立科学博物館，日本学術振興会特別研究員）2・ 
荒諒理（東大・理・地惑）3 

 束柱類は目レベルで完全に絶滅した海生哺乳類の 1クレードであ
る．彼らは漸新世から中新世にかけての環太平洋北部地域沿岸とい
う，限られた時代•地域に生息していた．束柱類化石は日本を含め
て比較的多くの標本が見つかっているにも関わらず，その古生態に
ついては不明な点が多く残されている．特に，束柱類の生息環境の
変遷や水棲適応過程については，これまで束柱類の生息当時の古環
境解析を元に考察された先行研究が複数知られている．しかしなが
らこれらの研究では，調査地域がごく狭い範囲に限られていたり，
調査や比較の対象が 1属もしくは 2属の限られた標本のみを用いた
議論であったりして，束柱類全体を網羅している研究はほとんど存
在しない．そのため，束柱類の進化や水棲適応度の変化を明らかに
する上で重要となる，時間軸に沿った広範囲の地理的分布の変遷過
程を明らかにする必要がある． 

 そこで本研究では，現在知られているすべての束柱類産出記録を，
文献とデータベースを元に調査し，地図上に分類群および時代ごと
にマッピングを実施した．その結果，確実に束柱類が生息していた
と考えられる時代は始新世-漸新世境界付近に始まり，約 10Maまで
であること，さらに北部太平洋の東西両岸において，デスモスチル
ス科はパレオパラドキシア亜科より広い生息域をもち，かなり寒冷
な環境にも適応可能であったことが明らかになった．さらに，初期
に分岐したデスモスチルス科である Cornwallius はより派生的なデ
スモスチルス科である Desmostylus に生息域を奪われる形で絶滅し
たことが示唆された．最後まで北太平洋に生息していた束柱類は
Desmostylusで，10Ma前後に起こった急速な海水準の低下に伴う浅
瀬の縮小によって束柱類は完全に絶滅したと考えられる． 
 
———————————————————————————— 
1Paleogeography of Desmostylia (Mammalia: ?Afrotheria) and its 
implication for evolution and extinction of Desmostylia 
2Kumiko Matsui (National Museum of Nature and Science, Tokyo, JSPS 
Research Fellow), 3Masamichi Ara (Univ. of Tokyo) 
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